
運営推進会議議事録 
平成 28 年 7 月 29 日 14：00～14：50 

場所：ヘルシーハイム会議室 
参加者 
 地域：福丸 清生 様 
 地域：上野 徹典 様 
 利用者：桐原 敬史 様 
 利用者：吉田 照子 様 
 利用者家族：樋口 一清 様 
 知見者：後藤 榮子 様 
 ヘルシーハイム職員 
 栗田 淳二 
 牛島 恵子 
 永松 加寿子 
 今澤 千晴 
 山村 直人  
 
運営推進会議 
 １．開会の挨拶 
   ヘルシーハイム理事長より、開会の挨拶と社会福祉法人の「地域における公益的な

取り組み」についてと法人全体の事業活動明細書の説明行う。（参考資料） 
 ２．委員紹介 
   委員紹介と本日参加のヘルシーハイム職員の紹介を行う。 
 ３．運営推進会議主旨説明 
   運営推進会議を行うにあたり、地域密着型サービスについての説明、地域密着型通

所介護への移行後の変更点での説明を行う。 
 ４．平成 27 年度ヘルシーハイムデイサービス事業報告・活動報告 
   ・デイサービスの 1 日の流れの説明（別紙１） 
   ・平成 27 年度利用者推移 

・平成 27 年度職員異動状況 
   ・駅弁の日の紹介と一覧（別紙２） 
   ・年間行事の紹介（施設広報誌 クジラ通信 No24 No25） 
   ・学習療法説明（学習療法資料） 
   ・機能訓練説明 
   ・デイサービス利用者独居率割合とそれに対しての取り組み 
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平成 27 年度 第一回 運営推進会議 式次第 
 

平成 28 年 7 月 29 日（金）14：00～ 
場所：ヘルシーハイム会議室（小倉北区南丘 1-7-24） 

 
 
１．開会の挨拶 
  

２．委員紹介 
 
３．運営推進会議主旨説明 
 
４．平成 27 度デイサービス事業報告・活動報告 
 
５．その他 
 
・次回開催予定 平成 29 年 3 月 
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２．委員参加者紹介(敬省略) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参加者 所属 氏名 ふりがな 
１ 地域 小倉北区自治総連合会長 福丸 清生 ふくまる すがお 
2 地域 北九州市立今町市民センター館長 上野 徹典 うえの てつのり 
3 利用者 北九州市戸畑区 桐原 敬史 きりはら ひろし 
4 利用者 北九州市小倉北区 吉田 照子 よしだ てるこ 
5 利用者のご家族 北九州市小倉南区 樋口 一清 ひぐち かずきよ 
6 知見者 椎ノ木荘 生活相談員 後藤 榮子 ごとう えいこ 
7 ヘルシーハイム ケアマネージャー 牛島 恵子 うしじま けいこ 
8 ヘルシーハイム 所長 山村 直人 やまむら なおと 
9 ヘルシーハイム 生活相談員 永松 加寿子 ながまつ かずこ 
10 ヘルシーハイム 生活相談員兼ケアワーカー 今澤 千晴 いまざわ ちはる 
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３．運営推進会議趣旨説明 
運営推進会議とは、介護保険法上の地域密着型サービスの中に設置されている事となって

います。 
（１）地域密着型サービスについて 
高齢者が要介護状態となっても、できる限り住み慣れた地域で生活を継続できるように

するために創設されたサービスであり、以下の類型があります。ヘルシーハイムデイサー

ビスセンターについては⑤地域密着型通所介護に該当します。 

①定期巡回・随時対応型訪問介護看護         ⑥夜間対応型訪問介護 

②認知症対応型通所介護（介護予防）      ⑦小規模多機能型居宅介護（介護予防） 

③認知症対応型共同生活介護（介護予防）    ⑧地域密着型特定施設入居者生活介護 

④地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護  ⑨看護小規模多機能型居宅介護 

⑤地域密着型通所介護（平成28 年4 月から） 

 

（２）地域密着型サービスになることによる変更点 

地域密着型通所介護に移行する場合は、地域密着型サービスに位置付けられるため、よ

り一層の地域との連携が求められることになります。具体的には、今までの居宅サービ

スと比べ、以下の点が変更となります。 

①  サービス利用者の制限 

 原則として北九州市の住民（介護保険の被保険者）だけがサービスを利用できます。 

②  運営推進会議の設置及び開催 

地域との連携や事業所運営の透明性を確保するために、利用者やその家族、地域住 

民の代表者、市町村の職員又は地域包括支援センターの職員、当該サービスについ

て知見を有する者等により構成される「運営推進会議」を設置し、おおむね６ヶ月

に1 回以上、運営推進会議に対し活動状況を報告し、評価を受けるとともに、必要

な要望、助言等を聴く機会を設けなければなりません。また、会議の記録を作成す

るとともに、当該記録を公表しなければなりません。公表につきましては、ヘルシ

ーハイムホームページで公表させていただきます。運営推進会議は、当該事業所が

利用者、市町村職員、地域住民の代表者等に対し、提供しているサービスの内容等

を明らかにすることにより、事業所による利用者の「抱え込み」を防止し、地域に

開かれたサービスとすることで、サービスの質の確保を図ることを目的として設置

されるものであり、厚生労働省令で定められていることから、当会議が必要な回数

開催されていない等、適正な開催がされていない場合は、基準違反として、指導の

対象となります。 

 

参考資料 

 北九州市ホームページ www.city.kitakyushu.lg.jp 

 地域密着型通所介護等への移行に係る事業所説明会 
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説明会配布資料(平成 27 年 12 月 14 日) 

４．平成 27 年度 ヘルシーハイムデイサービス事業報告・活動報告 
平成 27 年度ヘルシーハイムデイサービスセンターは今回、地域密着型になる前の

事業規模でしたので、1 日の定員 38 名で行っておりました。 
平成 28 年 4 月より、地域密着型通所介護へ移行のため、平成 28 年 3 月 1 日から、 

1 日定員 18 名に変更となりました。 
サービス提供時間が 9:00～17：00 となっており、職員は早勤(7:30～16:30)・日勤(9:00

～18:00)体制をとっております。又、時間延長ご希望の利用者様には、別途 500 円頂き

夕食のサービスもおこなっています。(別紙１参照) 
現在の日課サービスとして、送迎・入浴・昼食・文化レクリエ―ション・運動レクリエ

ーション・機能訓練・学習療法・おやつ・カラオケなどをおこなっています。 
 
機能訓練に関しては集団訓練・個別訓練と機能訓練指導員等のもと実施しています。

学習療法に関しては学習療法士の資格を有する職員のもと実施しています。 
音楽教室・アロママッサージ・フラワーアレンジメントを外部の方により、2 ヶ月に一度

実施しています。 
昼食前は、健口体操を実施し、帰宅前にヘルシー体操をおこなっています。 

  新規の利用者様のために、無料での体験利用をおこなっています。更に居宅事業所・

地域包括支援センターとの連携を強めるための訪問活動、年に 1 回参加している今町市

民センターでの文化祭での地域交流、ご家族との面談等をひきつづき継続します。また、

現在ご利用されているご利用者様に対してもご家族・ご本人様と面談の機会を増やし、

機能訓練も含め個々に満足していただけるようなサービス提供を実施していく予定です。 
  



5 
 

① 平成 27 年度 利用者推移 
 要支

援Ⅰ 
要支

援Ⅱ 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 計 1 日平均 

稼働

率％ 
４月 52 19 99 42 84 55 18 369 12.3 32.4 
５月 52 18 91 47 102 59 21 390 13.0 33.1 
６月 61 24 98 45 97 37 22 384 12.4 33.7 
７月 52 25 114 57 94 40 25 407 13.1 34.6 
８月 50 27 110 42 97 32 18 376 12.1 33.0 
９月 59 32 109 54 95 25 19 392 13.1 34.4 
１０月 72 30 99 63 84 52 16 416 13.5 35.3 
１１月 50 33 113 46 94 46 15 397 13.2 34.8 
１２月 56 33 122 52 73 34 17 389 13.0 33.0 
１月 49 33 103 49 63 27 15 339 10.9 30.8 
２月 47 30 113 43 76 35 13 357 11.9 32.4 
３月 45 30 112 42 56 33 16 334 10.8 23.1 
計 645 334 1,283 582 1,015 475 215 4,550 12.4 33.0 

月平均 
(人) 

53.8 27.8 106.9 48.5 84.6 41.5 17.9 379.2 
  

 
 
② 職員異動状況（単位：名） 

職 種 
管理

者 
相談員 看護 ケアワーカー 機能訓練指導員 

計 
正 契 正 契 正 契 正 契 

26 年度末 1 2 0 1 1 3 1 0 1 9 
入社 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 

異

動 
増 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
減 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

退社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
27 年度末 1 2 0 1 1 3 1 1 0 10 

※生活相談員 1 は生活相談員及びケアワーカーと兼務である。 
※27 年度末職員数に年度末日（H28.3.31）退職者 派遣看護職員 1 名含む。 
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③ 駅弁の日一覧（H27 年度実績）※８月は夏祭り行事の為、中止 

 

4 月 京都府 京都駅 加茂川弁当 

5 月 兵庫県 姫路駅 あなごめし弁当 

6 月 三重県 松坂駅 特選牛肉弁当 

7 月 鹿児島県 鹿児島中央駅 かしわ飯弁当 

9 月 高知県 高知駅 よさこい弁当 

10 月 岐阜県 美濃太田駅 ちらし寿司ておけ弁当 

11 月 東京都 東京駅 あさり飯弁当 

12 月 福島県 会津若松駅 会津のおばあちゃん弁当 

1 月 徳島県 徳島駅 阿波地鶏弁当 

2 月 愛知県 名古屋駅 びっくりみそかつ弁当 

３月 滋賀県 草津駅 お鉢弁当 

(別紙２参照) 
 
 
 
 
④ 年間行事のご案内（H27 年度実績）  
 

4 月 志井川沿い・桜お花見 
5 月 農事センター・バラ見学 
6 月 高塔山・紫陽花見学 
7 月 七夕・流しそうめん 
8 月 夏祭り 
9 月 敬老会 
10 月 運動会 
11 月 今町市民センタ―文化祭・家族会 
12 月 望年会 
1 月 篠崎神社初詣 
2 月 節分会・恵方巻き 
3 月 ひな祭り 

(くじら通信参照) 
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⑤ 学習療法の取り組み状況 
 (1)学習療法とは 

東北大学の川島隆太教授を中心とする産・学・官の共同研究チームによって研究・開

発され、認知症予防・改善する効果が科学的に証明された唯一の非薬物療法です。音

読と計算を中心とする教材を用いた学習を、学習者と支援者がコミュニケーション取

りながら行うことで、学習者の認知機能やコミュニケーション機能、身辺自立機能な

どの前頭前野機能の維持・改善をはかるものであると定義されています。(学習療法資

料参照) 
 (2)学習療法について 

教材のランクがあり、読み・書き共に A～D の区分があり、各々、1～6 段階に分かれ

ています。A１が最も優しく、D6 が最も難しいとなっています。半年に一度検査を行

い、個々にあったランクの教材を実施しています。教材費として、別途 2,000 円頂い

ております。 
「読み書き・簡単な計算・数唱」をする事で、認知症の予防・改善をめざしています。 
毎日 13:00 から 30 分、希望者様に実施しております。 

  学習療法実施者様：現在 6 名実施中 
 学習療法の内分け 

   読み：A4・・1 名、B4・・1 名、B5・・1 名、C3・・2 名、D1・・1 名 
   計算：A3・・1 名、B5・・1 名、B6・・1 名、C3・・2 名、D1・・1 名 
   数唱：数字盤 30 1 名 数字盤 50 2 名 数字盤 100 3 名 

 
⑥ 機能訓練の取り組み状況 

  集団体操・その利用者様の状態に合わせた個別での機能訓練を実施しています。 
  現在、行っている訓練内容として、 

(1)集団体操：①下肢筋力の維持・向上を目的とし、ボールを使用しての下肢内側の

筋力訓練、セラバンドを使用しての下肢外側の筋力訓練、重錘を使用

して下肢へ負荷をかけての筋力訓練、膝を軽く曲げてのハーフスクワ

ットにより、下肢の筋力訓練を行っています。 
②起立動作の確認、能力維持の為の起立訓練 
③足関節の可動域の維持のため踵あげを実施しています。 

   (2)歩行訓練：ご利用者様の日常生活での移動範囲にあわせ、園内・園外・・平行棒

内の歩行訓練を実施しています。 
   (3) 階段昇降：ご自宅で階段・段差等ある場合、段差の上り下り能力を維持できる 
           ように実施しています。 

(4)マッサージ・関節可動域訓練：関節の動く範囲で機能訓練指導員等のもと無理の

無いように実施しております。腰痛予防等の為、

マッサージを実施しています。 
   (5)矯正台：立位姿勢を矯正するため、正しい姿勢を取り、5 分間実施しています。 
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(6)手指巧緻動作訓練：指の細かい動作(箸を使う等)能力の維持・向上を図る為、実施

しています 
   (7)骨盤底筋体操：骨盤を閉め、尿漏れなどの予防を行う為、実施しています。 

(8)基本動作訓練：日常生活の中で必要な動作訓練(トイレ動作、ベッドからの 
起き上がり等)を実施しています。 

機能訓練実施者の内分け 
 集団体操 27 名  
 歩行訓練 21 名  
 階段昇降 10 名  
 マッサージ・可動域訓練 3 名  
 矯正台 3 名 
 手指巧緻動作訓練 2 名 
 骨盤底筋体操 1 名 基本動作訓練 1 名  

      
  機能訓練実施者様：31 名 
 
⑦ デイサービスご利用者様独居率の割合：約 30％(登録利用者 43 名中) 

 今町 4 名 
 南ヶ丘 3 名 
 北方 1 名 
 城野 1 名 
 田町 1 名 
 三郎丸 1 名 
 大畠 1 名 
 八幡東区 1 名 

  計 13 名 
 
  ⇒ 独居利用者に対しての対応 

 安心情報セットの配布・設置・更新 
 デイサービスを休まれた時の状況確認 
 そのた 

  


















